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大きな役割として捉え新たな一歩を歩み出しました。

以下、「環境活動レポート」としての取り組みをまとめましたので、私たち

の取り組みをご高覧の上、ご指導、ご指摘をいただき次の環境活動に生かし

て行きたいと存じます。

2022年5月25日　作成

有限会社今野商店は創業以来、再生資源物及び産業廃棄物収集運搬業として歩

変革は環境にも与える影響が大きい事を受け止め、次頁の環境方針を基に

環境活動を展開し、地球環境に優しい企業として環境への配慮も企業活動の

有限会社　今野商店

んでまいりました。再生資源から廃棄物まで一貫した収集運搬業者として信頼

される企業を目指しております。近年では、企業の規模も拡大の方向にあり、

2021年３月１日～2022年２月２８日

2021年度　環境経営レポート



有限会社今野商店

代表取締役今野　敏之

2015年　3　月　12　  日

 ６．収集運搬時にエコドライブ・安全運転に務める。

 １．事業活動において関係する法令､規制などを守り業務にあたります。

　　　　　かつ再生資源物及び廃棄物のリサイクル推進活動を行い地球環境保全に配慮し、

　　　　　以下の環境行動指針を定め，全ての事業活動を通じてその実現に取り組みます。

 ３．排出事業者に対して、情報提供や分別、リサイクル等の指導を行い、

　　 の節減等、環境循環に配慮した事業活動を図るよう努めます。

　 　社外の求めに応じて開示します。

 ５．環境方針及び環境目標、環境活動については、全社員に周知するとともに、

　　 環境マネジメントシステムの継続的改善につなげていきます。

 ４．環境保全に関する目的・目標を設定し、取組結果を点検・評価することにより

 ２．事業活動の全てにおいて、環境保全に努め、省資源、省エネルギー、水資源

　　廃棄物の削減に努めます。

環境経営方針

〔基本理念〕

　　　　　(有)今野商店は､再生資源物及び廃棄物の収集運搬業者として、

　　　　　環境に配慮した収集運搬業務に心がけ
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所在地

責   任   者

担   当   者

連   絡   先

事業の内容（認証・登録範囲）

資本金

売上高区分 Ａ:5億円以下

事業年度

従業員数

就業時間

年間稼動日数

事業所延床面積

１０７５㎡

受託費用

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

事業の規模

２．事業概要

有限会社　今野商店

代表取締役　今野　敏之

有限会社　今野商店

事業者名及び代表者名

スクラップの卸売業、産業廃棄物収集運搬業及び一般廃棄物収集運搬業

〒３７０－０４１１　　群馬県太田市亀岡町５８-３

〒３７０－０４１１　　群馬県太田市亀岡町２０３-３

　　有限会社　今野商店の全組織・全活動

TEL０２７６－５２-００５１

今野　三千代

今野　雄介

環境管理事務局

環境管理責任者

e-mail : konsho1939@aurora.ocn.ne.jp

昭和１４年４月１日　設立

倉庫・トラックヤー
ド面積

見積による

1000万円

３月１日～２月末日

２６２日

２６　㎡

８：００～１７：００

７人（パート含む）

倉庫・トラックヤード
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３．許可の概要

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず

繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず

及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじん、動物系固形不要物

（積替え　保管を除く）

群馬県 1000050888 平成29年10月21日

令和9年10月20日

太田市 第87号 令和3年3月1日

令和5年3月31日

再生資源回収事業者認定証

令和3年7月17日

令和7年7月21日

環境ＧＳ認定

第210823号 令和4年4月1日

収集運搬車両 軽トラック

・・・１台

脱着装置付
コンテナ専用車

ダンプ

有効年月日

・・・１台

許可年月日

許可年月日

・・・１台

有効年月日

許可年月日

・・・４台

塵芥車

産業廃棄物収集運搬業許可

一般廃棄物収集運搬業許可

フォークリフト

有効年月日

・・・６台

許可年月日

・・・２台

平ボディ

P3



廃棄物等種類 処理量ｔ

廃プラスチック
類

32.98

廃棄物等種類 処理量ｔ

紙くず 0.92

処理方法等

４－１．受託した産業廃棄物の処理量

　　　　　　　　　　　2021年度　（ 2021 年 3 月　～ 2022　年 2月）

処分方法等

サーマルリサイクル
マテリアルリサイクル収集運搬

４－２．受託した一般廃棄物の処理量

　　　　　　　　　　　2021 年度　（ 2021 年 3 月　～ 2022　年 2月）

処分方法等処理方法等

収集運搬
焼却
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【最高責任者】
代表取締役社長

今野　敏之

職名 役割

【環境委員会】
（6カ月１回開催）

【環境管理責任者】
今野　雄介

【事務局】
今野　三千代

【従業員】
曽根　浩司
橋本　二郎

５．EA21推進体制

最高責任者

環境管理責任者

事務局

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

【今野　雄介】

【代表取締役　今野　敏之】

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

　に提供する。

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

③環境方針を制定する。

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

環境委員会

【今野　三千代】

　環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　を指示する。

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・

管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は出席する

ことができる。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

最高責任者･環境管理責任者･事務局で構成し、6ヶ月に１回環境管理

　関する実務全般を所管する。

責任者が召集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗
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1．主要な環境目標と環境負荷・実績

2018年度 2022年度 2023年度

実績 目標 実績 目標 目標

再生率
100％コ
ピー用
紙を使
用する

次回購入
時から開
始する

再生率
100％コ
ピー用
紙を使
用する

再生率
100％コ
ピー用
紙を使
用する

検討 検討 検討した 1件 2件

・・・2021年度　東京電力　0.457ｋｇ/ｋｗｈ

  二酸化炭素排出量      ・・・25455.7 kg-CO2

  電力の排出係数        ・・・2021年度　JXTGエネルギ－実排出係数　0.462kg/kwh

①空調温度適正化・表示

②照明不要時のＯＦＦの推進

③エアコン清掃の実施

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

①分別ルールの徹底

②従業員一人当
たりの廃棄物
排出量の削減

(kg/人)

②節水表示(手洗い場・トイレ)

⑤裏紙使用ルールの徹底

①毎月のメータの確認(漏水防止)

②廃棄物置場の整備

③産廃業者との契約書の確認

2021年度

④マニュフェスト管理方法の確立

2018年
度実績
に対し
て3％削
減

2年後
の目標

当社に於ける2018年度の環境負荷実績を把握し、

〇
25.57

(△3.76％)

2018年
度実績
に対し
て3％削
減

2018年
度実績
に対し
て3％
削減

③従業員一人当
たりの水資源投
入量の削減(㎥/

人)

2018年
度実績
に対し
て3％
削減

○
54.57

(△23.3％)

①取扱量100t当
り二酸化炭素排

出量の削減
(kgCO2/百t)

③トイレの節水

６．環境目標とその実績

2018年
度実績
に対し
て3％削
減

環境目標
環境活動計画
実施事項

3年後
の目標

今年度目標基準値

2018年
度実績
に対し
て3％削
減

2018年
度実績
に対し
て3％削
減

2021年度～2023年度迄の目標を下記の通り定め活動を開始した。

①営業活動
⑤産業廃棄物の
取扱い件数の増

加

④グリーン購入 ①再生率100％のコピー用紙を使う

2018年
度実績
に対し
て3％
削減

2018年
度実績
に対し
て3％削
減

×
2259.9
(9.57％)

26.57

74

2062.46
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5.産業廃棄物の取扱件数の増加

　

3．水資源投入量の削減

　2018年度に対し、3％削減

　『目標』

　『目標』

　『目標』

9.57％の増加となっ
た。
目標達成する事が出来
きなかった。

７．環境活動計画の取組みと評価・次年度の取組み

　目標の達成状況：9.57％増　×

　目標の達成状況：3.76％減　〇

　目標の達成状況：23.3％減　○

＊2021年3月～2022年2月の１年間の活動の取組みと評価をしております。

　2018年度に対し、3％削減

1．二酸化炭素排出量の削減

2．廃棄物排出量の削減

　2018年度に対し、3％削減

活動計画・達成状況

まだコピー用紙の残りがあるので、まだ購入
していないが、次回から購入をしていきた
い。

産業廃棄物の取扱量を底上げを検討している。

 『目標』

検討

4.　グリーン購入

 『目標』

再生率100％コピー用紙を使用する

各項目削減できていたが
目標の達成には至らな
かった。
各自荷物の積み方の工
夫、エコドライブ、節電
をもう一度話し合い目標
達成を目指したい。

3.76％の削減となっ
た。
前年度と比べ削減され
ている。

引き続き裏紙使用の
徹底や無駄なゴミの
発生を抑え、削減を
していかなくてはな
らない。

23.3％の削減となっ
た。目標達成すること
が出来た。

今後も水の使い過ぎ
等に気を付け、節水
の徹底を行っていき
たい。

評価 次年度取組み

P7



1．当社に適用となる主な環境関連法規

遵守状況

遵法

遵法

遵法

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2022年2月3日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

有限会社　今野商店

下水道法

当社対応

・産業廃棄物収集運搬業許可証
・産業廃棄物管理票の管理義務

自動車リサイクル法　　

８．環境関連法規制の遵守

・廃棄時に指定業者へ処理依頼

遵法

　ゆえに、今後も達成項目一つ一つに重点を置いて地道に取組んで行くことで、実績を踏まえて

識やコミュニケーションが向上したと考えられる。また、事業所の環境負荷の把握が出来た事は

　エコアクション21の取組が徐々に経過するに従って、これまで以上に活動を通じて従業員の意

法規制等の名称

Nox.PM法

十分な成果といえる。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・排ガス適合

　総括：

　活動を開始して、成果が出つつあるので引き続き改善に向けて活動を継続していきたい。

９．代表者による全体評価と見直しの結果

次年度も環境目標の達成を目指し努力していきたいと思います。

　環境活動計画の取り組みで、2018年度の目標に対し、今期実績が廃棄物の削減・水資源投入

量の削減・二酸化炭素排出量の削減のすべての項目が達成することができました。

・油水分離槽の設置
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